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村
上
哲
見
著
『
中
国
文
学
と
日
本
　
十
二
講
』
上　
原　
尉　
暢
　
本
書
の
著
者
で
あ
る
村
上
哲
見
先
生
は
、『
李
煜
』（
岩
波
書
店
・
中
国
詩
人
選
集
、
一
九
五
九
年
）
の
訳
注
や
、『
宋
詞
』（
筑
摩
書
房
・
中
国
詩
文
選
、
一
九
七
三
年
）、
そ
し
て
『
宋
詞
研
究 
│
│ 
唐
五
代
北
宋
篇
』（
創
文
社
、一
九
七
六
年
）、『
宋
詞
研
究 
│
│ 
南
宋
篇
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
七
年
）
を
発
表
さ
れ
て
お
り
、
宋
詞
研
究
の
碩
学
と
し
て
斯
界
に
認
知
さ
れ
て
い
る
。
　
先
生
の
業
績
は
日
本
漢
文
学
の
分
野
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
そ
の
代
表
作
が
『
漢
詩
と
日
本
人
』（
講
談
社
・
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
一
九
九
四
年
）
で
あ
る
。
こ
の
著
作
に
は
、
本
書
評
の
対
象
で
あ
る
『
中
国
文
学
と
日
本　
十
二
講
』
と
も
重
な
る
、
中
国
文
学
と
日
本
文
化
を
め
ぐ
る
先
生
の
基
本
的
な
所
見
が
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
。
　
本
書
『
中
国
文
学
と
日
本　
十
二
講
』
は
、『
漢
詩
と
日
本
人
』
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
漢
詩
文
に
対
す
る
先
生
の
所
論
に
、
近
年
学
術
雑
誌
等
に
発
表
さ
れ
た
見
解
も
加
え
、
そ
れ
ら
を
日
本
古
代
か
ら
中
世
、
そ
し
て
近
世
と
い
う
時
代
順
に
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
、
村
上
先
生
の
日
本
漢
文
学
史
に
対
す
る
従
来
の
所
見
を
一
望
の
下
に
見
渡
せ
る
著
作
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
　
以
下
本
書
の
目
次
を
掲
げ
て
み
る
。
第
一
講　
漢
字
と
の
出
逢
い
「
倭
」
の
人
々
と
文
字
／
古
代
の
文
字
資
料
／
中
国
の
文
献
に
見
え
る
記
載
／
大
陸
と
の
交
流
／『
懐
風
藻
』
と
『
日
本
書
紀
』
／『
古
事
記
』
と
『
万
葉
集
』
第
二
講　
万
葉
歌
人
の
漢
詩
Ⅰ
山
上
憶
良
の
漢
詩
文
／
大
伴
旅
人
と
憶
良
／
巻
五
後
半
の
憶
良
の
詩
文
／
大
伴
家
持
と
池
主
の
漢
詩
文
第
三
講　
万
葉
歌
人
の
漢
詩
Ⅱ
『
万
葉
集
』
と
『
懐
風
藻
』／『
懐
風
藻
』
の
詩
／
長
屋
王
の
詩
／
藤
原
不
比
等
と
そ
の
一
門
の
人
々
／
藤
原
宇
合
の
詩
第
四
講　
漢
詩
と
和
歌
「
詩
」
と
「
う
た
」
／
嵯
峨
天
皇
の
勅
撰
三
集
／『
新
撰
万
葉
集
』
／
大
江
千
里
の
『
句
題
和
歌
』
／
摘
句
鑑
賞
の
風
第
五
講　
漢
籍
の
伝
来
と
普
及
「
倭
」
か
ら
「
日
本
」
へ
／
遣
唐
使
と
書
籍
／『
日
本
国
見
在
書
集
刊
東
洋
学 
第
一
一
二
号 
平
成
二
十
七
年
一
月 
一
〇
五
－
一
一
九
頁
106
目
録
』
／
諸
家
の
日
記
に
み
え
る
記
録
／
五
山
の
僧
侶
と
漢
籍
／
五
山
寺
院
の
書
籍
出
版
第
六
講　
五
山
学
僧
の
漢
詩
講
義
Ⅰ
律
令
制
下
の
講
学
／
五
山
寺
院
に
お
け
る
講
義
／
詩
集
の
抄
物
／「
江
南
春
」
詩
の
抄
／「
帰
雁
」
詩
の
抄
／「
湘
妃
廟
」
詩
の
抄
／「
湘
妃
廟
」
詩
余
話
（
む
き
さ
い
）
第
七
講　
五
山
学
僧
の
漢
詩
講
義
Ⅱ
『
古
文
真
宝
』
の
抄
（『
笑
和
尚
抄
』）／『
古
文
真
宝
前
集
抄
』
／
読
者
階
層
の
拡
大
第
八
講　
江
戸
時
代
に
お
け
る
漢
詩
の
翻
訳
・
翻
案
営
業
出
版
の
は
じ
ま
り
／
森
川
許
六
の
『
和
訓
三
体
詩
』／『
和
訓
三
体
詩
』
の
俳
文
／
大
衆
文
芸
と
漢
詩
／『
六
朝
詩
選
俗
訓
』
と
『
訳
注
聯
珠
詩
格
』
第
九
講　
江
戸
時
代
の
漢
籍
出
版
Ⅰ 
│
│ 
本
屋
仲
間
と
板
株
写
本
と
刊
本
／
本
屋
仲
間
と
板
株
／「
類
版
」
を
め
ぐ
る
訴
訟
／
嵩
山
房
と『
唐
詩
選
』／『
唐
詩
選
』と
服
部
南
郭
／『
唐
詩
選
』
の
重
版
事
件
第
十
講　
江
戸
時
代
の
漢
籍
出
版
Ⅱ 
│
│ 
江
戸
嵩
山
房
対
京
文
林
軒
『
唐
詩
選
』
が
「
売
買
停
止
」
に
／
幻
の
『
唐
詩
訓
解
素
本
』／
『
唐
詩
選
掌
故
』
を
め
ぐ
る
対
立
／『
唐
詩
国
字
弁
』
を
め
ぐ
る
「
出
入
」
第
十
一
講　
『
唐
詩
選
』
の
和
語
解
・
画
本
な
ど
嵩
山
房
『
唐
詩
選
』
の
各
種
／『
唐
詩
選
』
和
語
解
の
各
種
／
四
代
目
小
林
新
兵
衛
と
い
う
人
／
か
る
た
と
画
本
第
十
二
講　
文
人
と
書
商
古
文
辞
派
批
判
の
新
風
／
江
湖
派
の
文
人
と
書
商
た
ち
／
宋
代
詩
集
の
諸
本
／
書
商
た
ち
の
積
極
的
関
与
／
万
笈
堂
英
平
吉
と
館
柳
湾
／
鷗
外
『
伊
沢
蘭
軒
』
に
み
え
る
書
商
あ
と
が
き
索
引
　
本
書
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
日
本
近
世
文
学
研
究
の
泰
斗
で
あ
る
池
澤
一
郎
氏
に
よ
っ
て
、
本
書
の
特
徴
を
適
確
に
捉
え
、
同
時
に
著
者
で
あ
る
村
上
先
生
に
対
す
る
敬
愛
の
念
あ
ふ
れ
た
格
調
高
い
書
評
（『
創
文
』
二
〇
一
四
夏
・
一
四
号
）
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
肩
す
る
よ
う
な
書
評
を
成
す
こ
と
は
、
日
本
漢
文
学
史
の
専
家
で
も
な
い
評
者
の
力
の
到
底
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
書
は
そ
う
し
た
専
家
で
な
い
者
に
と
っ
て
も
、
知
的
刺
激
に
満
ち
た
著
作
で
あ
り
、向
後
の
研
究
に
大
い
に
啓
発
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
本
書
評
で
は
、
ま
ず
通
例
に
沿
っ
て
概
要
を
紹
介
し
、
つ
い
で
本
書
の
持
つ
特
色
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
107
　
　
　
　
　 
書
　
　
評 
の
中
で
評
者
が
気
付
い
た
諸
点
を
採
り
あ
げ
る
こ
と
で
、
書
評
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
と
し
た
い
。
　
第
一
講
「
漢
字
と
の
出
逢
い
」
で
は
、
前
半
で
は
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
原
日
本
人
で
あ
る
「
倭
人
」
が
、
推
古
朝
に
遣
隋
使
が
派
遣
さ
れ
た
頃
、
漢
字
を
用
い
て
「
完
全
に
自
前
の
作
文
」
を
書
け
る
よ
う
に
な
り
、
以
後
漢
字
文
化
へ
の
習
熟
の
度
合
い
を
深
め
て
い
く
様
相
を
、
出
土
文
物
や
中
国
の
史
籍
な
ど
関
連
資
料
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
　
後
半
で
は
、倭
人
が
漢
字
文
化
に
精
通
す
る
中
か
ら
生
ま
れ
た『
万
葉
集
』
に
、
序
詞
や
注
釈
と
し
て
書
か
れ
た
漢
文
体
に
よ
る
漢
詩
文
と
、
所
謂
万
葉
仮
名
を
用
い
て
記
さ
れ
る
自
己
表
現
的
な
歌
が
、
関
連
付
け
て
併
載
さ
れ
る
事
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
こ
う
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
当
時
の
知
識
人
の
言
語
生
活
が
、
口
語
と
文
語
の
言
語
体
系
を
異
に
す
る
二
重
性
を
有
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
二
重
性
は
、
当
時
の
人
々
の
間
で
「
漢
詩
」
に
「
和
歌
」
を
対
峙
さ
せ
ん
と
す
る
認
識
が
萌
芽
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
大
唐
に
対
し
て
、「
日
本
」
を
対
峙
さ
せ
よ
う
と
す
る
国
家
意
識
が
醸
成
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
と
関
連
す
る
、
と
分
析
し
て
い
る
。
　
第
二
講
・
第
三
講
の
「
万
葉
歌
人
の
漢
詩
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
は
、
前
講
を
受
け
て
上
古
時
代
の
漢
字
使
用
の
具
体
的
な
様
相
を
探
る
べ
く
、
『
万
葉
集
』
や
『
懐
風
藻
』
に
見
ら
れ
る
漢
詩
文
の
性
質
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
第
二
講
で
は
、『
万
葉
集
』
内
に
見
え
る
山
上
憶
良
や
大
伴
旅
人
・
大
伴
池
主
・
大
伴
家
持
に
よ
る
漢
詩
文
を
俎
上
に
挙
げ
る
。
彼
ら
の
漢
文
は
対
偶
や
声
律
を
調
え
た
立
派
な
駢
文
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
詩
は
池
主
の
作
品
を
除
い
て
、
近
体
詩
と
し
て
ま
だ
不
完
全
な
部
分
を
残
す
と
指
摘
す
る
。
こ
の
点
を
も
っ
て
著
者
は
、
憶
良
や
旅
人
が
、
渡
来
人
と
の
関
連
が
深
か
っ
た
と
す
る
旧
来
の
説
に
賛
同
の
意
を
示
す
と
同
時
に
、
こ
こ
に
当
時
の
人
々
の
漢
字
使
用
に
お
け
る
過
渡
的
状
況
を
見
る
べ
き
、
と
す
る
。
　
第
三
講
で
は
、万
葉
歌
人
で
あ
り
な
が
ら
勅
撰
漢
詩
集
『
懐
風
藻
』
に
そ
の
名
が
見
え
る
人
々
の
詩
を
考
察
す
る
。
ま
ず
『
懐
風
藻
』
の
中
で
は
、
天
皇
の
侍
宴
・
従
駕
を
詠
じ
た
作
品
以
外
に
、
長
屋
王
が
新
羅
の
使
者
な
ど
を
歓
待
す
る
た
め
開
い
た
宴
席
で
の
作
品
、
そ
し
て
藤
原
不
比
等
（
史ふひと）
の
一
門
の
作
品
な
ど
が
、
量
的
に
も
質
的
に
も
際
立
っ
て
優
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
る
。
ま
た
『
懐
風
藻
』
の
詩
に
は
、
藤
原
不
比
等
の
息
子
の
藤
原
宇
合
の
詩
を
初
め
と
し
て
、
近
体
詩
法
の
声
律
（
平
仄
法
）
に
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
要
素
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
宇
合
ら
の
詩
で
は
失
粘
と
下
三
連
と
い
っ
た
近
体
詩
に
お
け
る
違
式
が
目
立
つ
の
だ
が
、
著
者
は
、
こ
う
し
た
現
象
は
彼
ら
が
、
唐
代
中
期
に
完
成
を
見
せ
る
近
体
詩
が
ま
だ
確
立
108
さ
れ
て
い
な
い
時
期
の
詩
、
す
な
わ
ち
隋
か
ら
初
唐
に
か
け
て
の
詩
を
学
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
。
　
さ
ら
に
藤
原
不
比
等
と
そ
の
一
門
の
詩
作
品
を
検
討
し
、
そ
の
中
の
私
的
な
吉
野
遊
覧
時
に
製
作
さ
れ
た
詩
群
の
中
に
、
応
酬
や
和
韻
（
韻
字
や
韻
目
を
揃
え
る
こ
と
）
の
唱
酬
と
見
ら
れ
る
作
品
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
個
人
的
な
風
雅
の
遊
を
楽
し
む
風
潮
の
発
生
を
見
る
上
で
重
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
中
国
も
含
め
た
漢
字
文
化
圏
に
お
け
る
和
韻
の
唱
酬
の
最
も
古
い
用
例
で
あ
り
、
和
韻
の
源
流
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
と
、
著
者
は
述
べ
る
。
な
お
こ
の
部
分
に
は
著
者
の「
懐
風
藻
の
韻
文
論
的
考
察
」（『
中
国
古
典
研
究
』
四
五
、二
〇
〇
一
年
）
で
示
さ
れ
た
見
解
が
多
く
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
　
第
四
講
の
「
漢
詩
と
和
歌
」
で
は
、
平
安
期
に
お
け
る
漢
詩
と
和
歌
の
文
学
的
趨
勢
に
つ
い
て
概
述
す
る
。
平
安
初
期
、
嵯
峨
天
皇
時
に
お
い
て
は
勅
撰
漢
詩
集
が
編
纂
さ
れ
る
な
ど
、
漢
詩
文
が
偏
重
さ
れ
る
趨
勢
が
続
い
て
い
た
。
そ
れ
が
九
世
紀
後
半
、
宇
多
天
皇
時
に
歌
合
・
歌
会
が
盛
ん
に
開
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
菅
原
道
真
（
八
四
五
〜
九
〇
三
）
及
び
そ
の
門
人
の
手
に
な
る
と
さ
れ
る
『
新
撰
万
葉
集
』（
八
九
三
）
や
、
大
江
千
里
『
句
題
和
歌
』（
八
九
四
）
等
の
、
漢
詩
と
和
歌
を
と
も
に
配
す
る
書
物
が
現
れ
る
。『
新
撰
万
葉
集
』
は
、
和
歌
の
一
首
ご
と
に
七
言
絶
句
を
対
応
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、『
句
題
和
歌
』
は
、
白
居
易
詩
な
ど
か
ら
摘
出
さ
れ
た
一
句
を
句
題
と
し
て
和
歌
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
句
題
和
歌
』
に
挙
げ
ら
れ
た
幾
つ
か
の
和
歌
が
、最
初
の
勅
撰
和
歌
集
で
あ
る『
古
今
和
歌
集
』（
九
〇
五
）
に
お
い
て
は
、
当
の
句
題
と
作
者
名
が
抹
消
さ
れ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
句
題
和
歌
』
所
収
の
和
歌
は
、
さ
ら
に
そ
の
三
百
年
後
、
和
歌
が
知
識
人
の
文
芸
と
し
て
定
着
し
た
時
期
に
成
立
し
た
『
新
古
今
和
歌
集
』（
一
二
〇
五
）
で
も
収
録
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
作
者
名
は
も
ち
ろ
ん
句
題
の
原
拠
と
な
っ
た
漢
詩
の
詩
題
ま
で
も
が
補
わ
れ
て
収
載
さ
れ
る
。
著
者
は
、
こ
こ
に
当
時
の
知
識
人
の
「
漢
詩
」
に
対
す
る
複
雑
な
心
理
状
態
の
変
遷
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
自
前
の
文
芸
で
あ
る
「
和
歌
（
う
た
）」
を
確
立
す
る
に
当
た
っ
て
、
彼
ら
は
題
材
や
興
趣
を
「
漢
詩
」
に
求
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
く
る
、
強
い
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
懐
い
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も
、
か
な
文
字
の
定
着
と
「
和
歌
」
の
完
成
度
の
高
ま
り
に
つ
れ
て
、
次
第
に
解
消
さ
れ
て
い
っ
た
、
と
。
　
本
講
の
最
後
に
、
著
者
の
い
わ
ゆ
る
「
摘
句
鑑
賞
」
の
風
に
つ
い
て
の
論
が
あ
る
。「
摘
句
鑑
賞
」
と
は
、『
句
題
和
歌
』
に
見
え
る
、
あ
る
漢
詩
の
一
句
を
全
体
か
ら
切
り
離
し
、
そ
れ
の
み
を
鑑
賞
の
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
に
拠
れ
ば
こ
の
鑑
賞
の
あ
り
方
は
、
唐
土
に
お
い
て
作
詩
の
参
考
に
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
秀
句
選
（
例
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評 
え
ば
『
古
今
詩
人
秀
句
』
等
）
の
そ
れ
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
り
、日
本
で
は
大
い
に
流
行
し
た
。
そ
の
こ
と
は
後
に
『
千
載
佳
句
』
や
『
和
漢
朗
詠
集
』
な
ど
各
種
の
朗
詠
集
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
　
第
五
講
の
「
漢
籍
の
伝
来
と
普
及
」
で
は
、
ま
ず
奈
良
・
平
安
期
の
漢
籍
の
受
容
状
況
を
示
す
も
の
と
し
て
、『
日
本
国
見
在
書
目
』
等
の
書
籍
目
録
だ
け
で
な
く
、
藤
原
頼
長
『
台
記
』
と
い
っ
た
平
安
貴
族
の
日
記
等
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
遣
隋
使
・
遣
唐
使
の
派
遣
が
我
が
国
に
大
量
の
書
籍
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
文
学
関
係
に
お
い
て
は
、
元
稹
・
白
居
易
以
外
に
、
六
朝
初
唐
の
宮
廷
文
学
に
関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
　
続
い
て
鎌
倉
期
以
降
の
状
況
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ
の
時
期
、
漢
籍
を
中
心
と
す
る
学
問
文
化
の
担
い
手
が
貴
族
か
ら
僧
侶
に
移
行
し
、
そ
の
拠
点
と
な
っ
た
五
山
の
寺
院
に
お
い
て
、
仏
典
の
み
な
ら
ず
経
史
子
集
に
わ
た
る
一
般
漢
籍
も
盛
ん
に
流
入
し
て
い
た
と
。
　
著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
大
量
か
つ
多
様
な
漢
籍
の
到
来
が
果
た
し
た
文
化
史
的
意
義
に
つ
い
て
、「
日
本
」
と
い
う
国
名
や
、か
な
文
字
、
そ
し
て
「
五
山
版
」
と
呼
ば
れ
る
五
山
寺
院
に
お
け
る
書
籍
出
版
物
等
と
い
っ
た
、
我
が
国
独
自
の
政
治
的
・
文
化
的
事
物
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
を
通
し
て
説
明
す
る
。
特
に
五
山
版
に
つ
い
て
は
、「
内
典
（
仏
書
）
の
み
な
ら
ず
経
史
子
集
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
漢
籍
に
及
び
、書
籍
流
通
の
歴
史
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
」
（
一
〇
二
頁
）
と
し
て
、
漢
籍
文
化
史
の
上
で
高
い
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
　
第
六
講
・
第
七
講
の
「
五
山
学
僧
の
漢
詩
講
義
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
は
、
五
山
版
の
『
三
体
詩
』・『
古
文
真
宝
』
を
五
山
の
僧
侶
達
が
如
何
に
受
容
し
た
か
に
つ
い
て
、
僧
堂
で
の
講
義
録
に
当
た
る
「
抄
物
」
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
　
第
六
講
で
は
『
三
体
詩
』
の
抄
物
で
あ
る
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
と
『
三
体
詩
素
隱
抄
』
を
取
り
上
げ
る
。
中
で
も
、
銭
起
「
帰
雁
」
詩
や
李
群
玉
「
湘
妃
廟
」
詩
等
の
、
艶
詩
的
な
作
品
の
解
説
を
分
析
対
象
と
す
る
。
禅
宗
の
高
僧
達
は
、
お
よ
そ
彼
ら
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
こ
う
し
た
作
品
に
対
し
、
妓
女
と
の
や
り
と
り
に
絡
め
た
、
や
や
下
世
話
で
あ
る
が
興
味
深
い
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
解
釈
に
は
、『
万
用
正
宗
』
と
い
う
明
で
出
版
さ
れ
た
通
俗
的
な
文
献
を
引
用
し
て
い
る
。
筆
者
に
拠
れ
ば
、
こ
う
し
た
点
は
、
五
山
の
学
僧
ら
が
、
当
時
の
中
国
に
お
け
る
俗
間
の
語
彙
や
伝
承
に
ま
で
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
五
山
の
学
僧
た
ち
の
向
学
心
溢
れ
る
姿
勢
が
こ
こ
に
見
て
取
れ
る
、
と
い
う
。
　
第
七
講
で
は
、『
古
文
真
宝
』
の
抄
物
で
あ
る
『
笑
雲
和
尚
古
文
真
宝
抄
』
と
『
古
文
真
宝
前
集
抄
』
を
用
い
た
考
察
が
な
さ
れ
る
。
前
者
か
ら
は
、
書
肆
の
宣
伝
文
句
に
ま
で
至
極
真
面
目
で
綿
密
な
講
110
解
を
施
し
た
り
、
ま
た
明
ら
か
に
誤
植
と
思
わ
れ
る
テ
キ
ス
ト
に
も
関
わ
ら
ず
、
で
き
る
だ
け
合
理
的
な
解
釈
を
施
そ
う
と
す
る
事
例
を
取
り
上
げ
る
。
著
者
は
こ
う
し
た
行
為
を
、
当
時
の
日
本
人
の
学
習
意
欲
の
高
さ
と
、
一
語
一
語
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
律
儀
さ
の
表
れ
と
し
て
肯
定
的
に
評
価
す
る
。
後
者
の
『
前
集
抄
』
か
ら
は
、「
勧
学
文
」
と
い
っ
た
、
学
問
を
利
祿
の
手
段
と
み
な
す
、
俗
悪
か
つ
実
利
主
義
一
辺
倒
の
文
章
に
ま
で
、
禅
宗
の
高
僧
た
ち
が
丁
寧
に
講
釈
す
る
事
例
を
取
り
上
げ
る
。
僧
侶
相
手
と
は
思
わ
れ
な
い
こ
の
よ
う
な
講
釈
か
ら
、
著
者
は
、
講
釈
僧
ら
の
向
こ
う
に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
様
々
な
身
分
の
人
々
の
姿
を
あ
ぶ
り
だ
す
。
そ
の
上
で
、
五
山
の
禅
宗
寺
院
が
果
た
し
た
文
化
的
機
能
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
当
時
の
禅
宗
寺
院
は
、
上
は
天
皇
や
将
軍
、
下
は
武
士
か
ら
農
商
に
至
る
様
々
な
身
分
の
人
が
集
う
、
当
時
の
文
化
セ
ン
タ
ー
に
し
て
開
か
れ
た
学
校
で
あ
り
、
同
時
に
印
刷
出
版
の
中
心
で
あ
っ
た
と
。
　
第
八
講
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
漢
詩
の
翻
訳
・
翻
案
」
は
、
江
戸
に
お
け
る
漢
籍
、
就
中
漢
詩
の
出
版
状
況
に
話
題
を
移
す
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
文
化
を
発
信
す
る
中
心
的
場
所
は
五
山
寺
院
か
ら
、
民
間
の
本
屋
・
書
商
に
移
行
し
、
発
信
者
も
五
山
の
学
僧
か
ら
儒
者
・
文
人
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
そ
の
こ
と
を
示
す
具
体
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
森
川
許
六
『
和
訓
三
体
詩
』、田
中
江
南
『
六
朝
詩
選
俗
訓
』、
柏
木
如
亭
『
訳
注
聯
珠
詩
格
』
と
い
っ
た
漢
詩
注
釈
書
を
紹
介
す
る
。
『
和
訓
三
体
詩
』
は
漢
詩
の
語
釈
だ
け
で
な
く
、
漢
詩
か
ら
着
想
し
た
俳
文
仕
立
て
の
詩
意
を
加
え
て
い
る
点
に
新
味
が
あ
る
。ま
た『
六
朝
詩
選
俗
訓
』
は
口
語
的
な
情
感
の
こ
も
っ
た
訳
文
を
備
え
て
い
る
点
、『
訳
注
聯
珠
詩
格
』
は
注
釈
を
省
い
た
忠
実
な
対
訳
を
試
み
て
い
る
点
に
そ
れ
ぞ
れ
見
る
べ
き
特
色
が
あ
る
。
三
書
の
特
徴
を
こ
の
よ
う
に
紹
介
し
た
あ
と
、
著
者
は
、
こ
う
し
た
著
作
が
「
伝
統
的
な
訓
読
と
い
う
読
み
方
を
超
え
て
、
も
っ
と
身
近
な
和
語
の
世
界
に
中
国
の
古
典
詩
を
と
り
こ
も
う
と
し
た
営
み
」（
一
七
一
頁
）
で
あ
る
と
し
て
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。
　
第
九
講
「
江
戸
時
代
の
漢
籍
出
版
Ⅰ 
│
│ 
本
屋
仲
間
と
板
株
」
で
は
、
ま
ず
江
戸
時
代
の
出
版
業
の
同
業
者
組
合
で
あ
る
「
本
屋
仲
間
」
と
、
彼
ら
が
厳
重
に
保
護
し
た
版
木
に
ま
つ
わ
る
権
利
、
今
で
言
う
著
作
権
に
当
た
る
「
板
株
」
と
い
う
制
度
に
つ
い
て
の
解
説
が
な
さ
れ
る
。
　
幕
府
の
置
か
れ
た
江
戸
の
「
本
屋
仲
間
」
は
、
京
の
本
屋
の
支
店
で
あ
る
「
出で
店みせ
」
系
の
本
屋
と
、
江
戸
で
創
業
し
た
新
興
の
本
屋
で
あ
る
「
地じ
店みせ
」
系
と
か
ら
な
る
。
当
初
は
「
出
店
」
系
の
勢
力
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
が
、
次
第
に
「
地
店
」
系
が
徐
々
に
勢
力
を
拡
大
し
、
自
由
な
出
版
活
動
を
求
め
て
寛
延
三
年
（
一
六
七
一
）
に
「
類
版
」、
す
な
わ
ち
類
似
内
容
の
出
版
許
可
を
求
め
て
訴
訟
を
起
こ
す
。
結
果
は
、
奉
行
所
の
裁
定
に
よ
り
重
版
類
版
は
一
切
禁
止
す
る
と
い
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う
も
の
で
、「
地
店
」
に
は
非
常
に
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
が
、江
戸
の
新
興
の
本
屋
に
し
て
、享
保
九
年（
一
七
九
四
）
に
『
唐
詩
選
』
を
刊
行
し
た
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
に
反
っ
て
利
す
る
結
果
に
な
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
江
戸
の
書
肆
の
版
権
に
ま
つ
わ
る
顛
末
を
、
本
屋
仲
間
の
新
規
出
版
承
認
記
録
で
あ
る
『
割
印
帳
』
や
『（
京
書
林
仲
間
）
上
組
済すみ
帳ちょう
標
目
』
な
ど
を
精
査
し
な
が
ら
紹
介
す
る
。
　
本
講
後
半
は
、
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
に
よ
り
焦
点
を
当
て
る
。
彼
と
荻
生
徂
徠
・
服
部
南
郭
ら
と
の
ゆ
か
り
に
触
れ
な
が
ら
、『
唐
詩
選
』
が
当
時
如
何
に
売
れ
た
か
、
ま
た
小
林
新
兵
衛
が
『
唐
詩
選
』
の
重
版
の
禁
止
処
理
に
江
戸
・
京
・
大
坂
の
三
都
を
ま
た
い
で
如
何
に
手
を
尽
く
し
た
か
と
い
う
点
を
、
当
時
の
随
筆
や
前
述
の
『
済
帳
』
な
ど
を
駆
使
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
　
第
十
講
「
江
戸
時
代
の
漢
籍
出
版
Ⅱ 
│
│ 
江
戸
嵩
山
房
対
京
文
林
軒
」
で
は
、
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
と
、
京
の
書
商
で
あ
る
文
林
軒
田
原
勘
兵
衛
と
の
間
に
起
こ
っ
た
、『
唐
詩
選
』
及
び
そ
の
関
連
書
を
め
ぐ
る
差
し
止
め
騒
動
を
取
り
上
げ
る
。
田
原
勘
兵
衛
は
、『
唐
詩
選
』
と
内
容
・
体
裁
を
ほ
ぼ
一
に
す
る
『
唐
詩
訓
解
』
と
い
う
書
籍
を
、
嵩
山
房
に
先
立
っ
て
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
〜
一
六
七
三
）
に
刊
行
し
て
お
り
、
類
版
と
し
て
『
唐
詩
選
』
の
出
版
差
し
止
め
や
売
買
停
止
を
訴
え
た
。
し
か
し
こ
の
訴
え
は
、
京
を
除
い
て
十
分
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
嵩
山
房
の
『
唐
詩
選
』
販
売
は
継
続
し
て
行
わ
れ
、
原
告
の
田
原
勘
兵
衛
に
と
っ
て
は
非
常
に
不
本
意
な
結
果
に
終
わ
る
。
こ
れ
を
初
め
と
し
て
、
嵩
山
房
と
文
林
軒
の
両
者
は
、『
唐
詩
訓
解
素
本
』
や
『
唐
詩
選
掌
故
』・『
唐
詩
選
国
字
弁
』
と
い
っ
た
関
連
書
に
お
い
て
版
権
争
い
を
行
っ
た
の
だ
が
、
結
果
は
尽
く
嵩
山
房
側
の
勝
利
、
文
林
軒
の
敗
北
に
終
わ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
唐
詩
選
』
を
め
ぐ
っ
て
嵩
山
房
が
独
占
態
勢
を
確
立
し
て
い
く
様
子
と
、
そ
の
陰
に
あ
っ
て
苦
渋
を
味
わ
っ
た
文
林
軒
田
原
勘
兵
衛
の
姿
を
、
前
述
し
た
『
済すみ
帳ちょ
う』
を
一
次
資
料
と
し
な
が
ら
、
あ
た
か
も
一
篇
の
人
間
ド
ラ
マ
の
よ
う
に
活
写
す
る
。
　
続
く
第
十
一
講
「『
唐
詩
選
』
の
和
語
解
・
画
本
な
ど
」
で
は
、『
唐
詩
選
』
の
関
連
書
と
し
て
、
日
本
語
の
口
語
体
に
よ
る
講
釈
で
あ
る
「
和
語
解
」
が
、
や
は
り
嵩
山
房
か
ら
盛
ん
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
さ
ら
に
和
語
解
の
解
説
者
の
ほ
と
ん
ど
が「
市
井
の
儒
者
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
和
語
解
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
塾
に
お
け
る
講
義
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
、
著
者
は
指
摘
す
る
。
　
さ
ら
に
そ
う
し
た
和
語
解
な
ど
の
出
版
物
を
手
掛
け
た
嵩
山
房
四
代
目
、
小
林
新
兵
衛
高
英
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
、
高
英
自
身
の
手
に
な
る
と
見
ら
れ
る
『
唐
詩
選
画
本
』
の
跋
文
や
、
彼
が
手
掛
け
た
で
あ
ろ
う
『
唐
詩
選
和
訓
』
に
よ
っ
て
、
詳
し
い
解
説
を
加
え
る
。
著
者
は
、
高
英
が
商
才
だ
け
で
な
く
学
才
・
文
才
に
あ
ふ
れ
た
人
物
112
で
あ
り
、
学
問
を
志
す
若
者
に
対
し
て
白
文
を
読
む
こ
と
を
勧
め
る
と
い
っ
た
、
商
人
ら
し
か
ら
ぬ
見
識
の
高
さ
を
備
え
て
い
た
と
、
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。
　
ま
た
本
講
で
は
、『
唐
詩
選
』
の
関
連
出
版
物
と
し
て
、
画
本
や
か
る
た
ま
で
売
り
だ
さ
れ
人
気
を
博
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
筆
者
は
、
江
戸
時
代
後
半
の
漢
詩
の
普
及
と
流
行
は
、
こ
の
よ
う
画
本
や
か
る
た
と
い
っ
た
関
連
商
品
が
基
礎
と
な
っ
て
支
え
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
　
『
唐
詩
選
』
を
話
題
の
中
心
と
す
る
本
講
及
び
第
九
講
・
第
十
講
に
は
、「『
唐
詩
選
』と
嵩
山
房 
│
│ 
江
戸
時
代
漢
籍
出
版
の
一
側
面
」
（『
日
本
中
国
学
会
創
立
五
十
年
記
念
論
文
集
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）、「
江
戸
の
本
屋
・
京
の
本
屋
」（『
東
方
』
二
一
二
号
、
一
九
九
八
年
）、「
江
戸
時
代
出
版
雑
話
」（
東
北
大
学
出
版
会
会
報
「
宙
」
第
二
四
号
、
二
〇
一
〇
年
）
と
い
っ
た
著
者
の
一
連
の
『
唐
詩
選
』
及
び
江
戸
出
版
文
化
研
究
の
一
端
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
本
書
刊
行
の
後
に
著
者
が
発
表
さ
れ
た「
江
戸
時
代
出
版
雑
話
」
（『
創
文
』
二
〇
一
四
春
・
一
三
号
）
で
も
、
関
連
す
る
話
題
に
触
れ
て
お
り
、
本
書
と
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
　
第
十
二
講
「
文
人
と
書
商
」
で
は
、『
唐
詩
選
』
刊
行
の
背
後
で
進
行
し
て
い
た
、
宋
詩
や
中
晩
唐
詩
の
選
集
が
陸
続
と
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
事
態
や
、
そ
の
企
画
・
製
作
に
携
わ
っ
た
文
人
及
び
書
商
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
　
ま
ず
嵩
山
房
の
『
唐
詩
選
』
関
連
出
版
の
隆
盛
を
支
え
た
古
文
辞
派
・
蘐
園
派
の
詩
風
を
、「
模
倣
剽
窃
」
と
批
判
し
て
台
頭
し
て
き
た
反
古
文
辞
派
の
詩
風
に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
る
。
反
古
文
辞
派
の
代
表
で
あ
る
市
河
寛
斎
や
、
彼
の
開
い
た
江
湖
詩
社
か
ら
輩
出
さ
れ
た
所
謂
江
湖
派
詩
人
ら
は
、
宋
詩
を
推
奨
し
た
。
彼
ら
が
校
訂
し
た
宋
詩
の
中
国
刊
本
の
翻
刻
や
、
ま
た
彼
ら
が
独
自
の
編
集
を
施
し
た
宋
詩
の
選
集
が
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
盛
ん
に
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
後
者
が
、『
宋
三
大
家
絶
句
』・『
三
家
妙
絶
』・『
広
三
大
家
絶
句
』
で
あ
る
。
著
者
は
、
そ
れ
ら
三
大
家
シ
リ
ー
ズ
が
共
通
す
る
特
色
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
一
つ
目
は
ど
れ
も
概
ね
七
言
絶
句
の
選
集
で
あ
る
こ
と
、
二
つ
目
は
そ
の
内
容
が
日
常
的
な
題
材
を
さ
ら
り
と
詠
ず
る
、
俳
句
の
趣
き
に
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
三
つ
目
は
そ
の
書
籍
の
形
態
が
講
義
用
テ
キ
ス
ト
と
し
て
携
帯
す
る
の
に
も
便
利
な
、
百
頁
ほ
ど
の
簡
便
な
小
冊
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
著
者
は
こ
う
し
た
特
色
に
は
、
当
時
の
都
市
の
町
人
階
層
や
地
方
の
農
民
・
商
人
ま
で
を
も
巻
き
込
ん
だ
漢
詩
の
大
衆
的
普
及
と
い
う
社
会
現
象
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
分
析
す
る
。
　
さ
ら
に
著
者
は
、
こ
う
し
た
宋
詩
や
中
晩
唐
詩
の
出
版
の
企
画
を
中
心
的
に
支
え
て
い
た
書
商
の
動
き
に
も
注
意
を
促
し
、
彼
ら
の
積
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極
的
な
関
与
が
先
の
江
戸
の
漢
詩
愛
好
ブ
ー
ム
を
盛
り
あ
げ
て
い
た
と
す
る
。
そ
の
代
表
と
し
て
、
こ
の
講
の
後
半
で
は
万
笈
堂
英
平
吉
に
つ
い
て
紙
幅
を
割
い
て
い
る
。
　
万
笈
堂
英
平
吉
は
文
化
・
文
政
年
間
（
一
八
〇
四
〜
一
八
二
九
）
に
活
躍
し
た
新
興
書
商
で
あ
り
、
幕
吏
と
い
う
異
色
の
経
歴
を
持
つ
校
訂
者
の
館
柳
湾
と
と
も
に
、
中
晩
唐
詩
の
陸
続
た
る
刊
行
を
行
っ
た
。
著
者
は
こ
の
人
物
を
高
く
評
価
し
、
書
商
で
あ
り
な
が
ら
他
の
文
人
と
漢
詩
の
唱
和
を
行
う
ほ
ど
の
雅
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
森
鷗
外
の
歴
史
小
説
『
伊
沢
蘭
軒
』
を
用
い
な
が
ら
紹
介
す
る
。
　
以
上
本
書
の
梗
概
を
要
約
し
て
き
た
が
、
本
書
の
論
旨
を
で
き
る
だ
け
損
な
う
こ
と
な
く
伝
え
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
著
者
で
あ
る
村
上
先
生
は
じ
め
専
家
・
識
者
の
眼
か
ら
見
れ
ば
、
な
お
多
く
の
遺
漏
が
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
本
書
の
非
常
に
興
味
深
い
、
啓
発
性
を
持
っ
た
論
旨
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
提
示
し
得
た
と
思
う
。
以
下
そ
の
点
を
さ
ら
に
明
確
に
す
べ
く
、
評
者
の
視
点
か
ら
見
た
本
書
の
特
徴
及
び
村
上
先
生
の
学
問
的
特
色
に
つ
い
て
、述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
本
書
の
特
徴
の
一
つ
は
、
何
と
言
っ
て
も
村
上
先
生
の
有
す
る
日
本
文
学
及
び
日
本
漢
文
学
史
に
対
す
る
理
解
の
該
博
さ
と
透
徹
さ
で
あ
ろ
う
。
先
生
は
「
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
本
書
の
体
裁
を
「
体
系
的
な
構
成
を
も
つ
概
説
な
ど
で
は
な
く
、
関
連
の
話
題
を
い
く
つ
か
採
り
上
げ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
と
め
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
」（
二
四
六
頁
）
と
謙
遜
し
て
評
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
本
書
が
前
後
の
講
に
有
機
的
な
つ
な
が
り
を
持
た
せ
つ
つ
、日
本
漢
文
学
に
関
す
る
「
話
題
」
を
古
代
か
ら
近
世
ま
で
通
史
的
に
記
述
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
　
そ
の
た
め
本
書
の
視
点
か
ら
は
、
各
事
象
は
孤
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
常
に
歴
史
的
・
時
間
的
な
広
が
り
の
中
で
連
続
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
眺
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
先
生
は
日
本
の
古
典
文
芸
が
長
歌
よ
り
も
短
歌
を
重
視
す
る
傾
向
と
絡
め
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
中
国
古
典
詩
文
の
受
容
の
特
質
を
、
七
言
絶
句
に
傾
斜
す
る
「
短
詩
型
指
向
」（
六
五
頁
）
と
看
破
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
論
は
古
代
の
『
句
題
和
歌
』
や
、
中
世
の
五
山
僧
に
よ
る
『
三
体
詩
』
を
注
解
し
た
抄
物
、
さ
ら
に
近
世
の
『
和
訓
三
体
詩
』
等
の
漢
詩
注
釈
書
、
江
戸
後
期
の
『
宋
三
大
家
絶
句
』
等
の
宋
詩
三
大
家
シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
存
在
を
見
据
え
た
上
で
導
き
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
地
上
で
は
切
れ
切
れ
に
な
っ
て
い
て
別
の
川
と
し
て
現
れ
な
が
ら
も
、
地
下
で
は
間
断
な
く
連
続
し
て
い
る
伏
流
水
を
探
し
出
す
作
業
と
同
様
で
あ
り
、
日
本
漢
文
学
史
を
巨
視
的
に
見
て
取
る
高
み
に
立
た
な
け
れ
ば
容
易
に
下
し
得
な
い
卓
論
と
言
え
よ
う
。
　
同
様
の
姿
勢
は
、
第
六
講
に
お
け
る
、
鎌
倉
・
室
町
の
五
山
僧
に
よ
る
抄
物
の
体
裁
を
語
る
部
分
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
抄
物
の
注
解
114
は
、
原
文
と
な
る
詩
文
の
一
字
一
句
に
対
し
て
微
細
な
詮
索
を
施
す
こ
と
を
特
色
と
す
る
。
先
生
は
こ
う
し
た
手
法
を
古
代
以
来
の
日
本
漢
学
研
究
史
の
俎
上
に
置
い
て
考
察
さ
れ
る
。
こ
の
手
法
は
平
安
期
に
始
ま
る
宮
廷
内
の
博
士
家
に
伝
え
ら
れ
た
「
注
疏
の
学
」
の
風
を
詩
文
解
釈
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
現
在
の
日
本
の
漢
学
研
究
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
、
と
。
こ
の
よ
う
に
先
生
の
考
察
に
か
か
れ
ば
、
五
山
僧
の
営
為
の
前
代
・
後
代
に
渡
る
素
性
が
鮮
や
か
に
明
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
評
者
を
含
む
現
代
の
中
国
学
研
究
者
ま
で
も
が
そ
の
歴
史
的
文
脈
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
広
汎
な
視
野
と
包
括
的
な
理
解
と
を
背
景
に
持
つ
村
上
先
生
の
考
察
は
、
対
象
の
評
価
を
常
に
流
動
的
な
歴
史
的
存
在
と
捉
え
た
上
で
測
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
。
第
二
・
第
三
講
で
採
り
上
げ
ら
れ
た
万
葉
歌
人
の
作
品
に
対
す
る
評
価
が
そ
の
典
型
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。
久
保
天
随
の
よ
う
な
後
世
の
詩
評
家
は
『
懐
風
藻
』
所
載
の
万
葉
歌
人
の
漢
詩
を
、
近
体
詩
法
を
踏
ま
え
な
い
幼
稚
な
も
の
と
酷
評
す
る
。
対
し
て
先
生
は
、
そ
れ
を
「
歴
史
の
流
れ
を
無
視
し
た
偏
見
」（
五
七
頁
）
と
厳
し
く
排
斥
さ
れ
る
。
そ
し
て
自
身
で
彼
ら
の
作
品
の
声
律
を
精
査
さ
れ
た
上
で
、
こ
れ
ら
に
は
近
体
詩
法
成
立
以
前
の
初
唐
の
詩
歌
か
ら
学
ん
だ
形
跡
を
読
み
と
る
べ
き
だ
と
す
る
。
こ
の
主
張
は
、
近
体
詩
法
の
成
立
に
関
す
る
村
上
先
生
の
明
晰
な
知
見
が
基
礎
に
な
っ
て
下
さ
れ
た
適
確
な
見
解
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
同
時
に
そ
こ
に
は
、
対
象
を
歴
史
の
た
だ
な
か
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
捉
え
、
そ
の
意
義
を
歴
史
的
文
脈
の
中
で
正
当
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
、
文
学
史
家
と
し
て
の
理
想
的
な
姿
勢
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
ま
た
第
七
講
で
は
『
笑
雲
和
尚
抄
物
』
に
見
え
る
、
宣
伝
文
句
や
原
本
の
誤
り
に
ま
で
真
面
目
に
対
処
し
て
注
釈
を
つ
け
る
様
子
が
紹
介
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
先
生
は
、「
無
益
な
努
力
」
と
切
り
捨
て
ず
に
、「
草
創
期
に
は
必
然
的
に
と
も
な
う
」
営
為
で
あ
り
、「
こ
う
し
た
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
や
が
て
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」（
一
四
三
頁
）
と
い
う
見
方
を
提
示
す
る
。
こ
れ
も
ま
た
先
と
同
様
の
姿
勢
か
ら
出
さ
れ
た
見
解
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
　
本
書
で
は
日
本
漢
文
学
史
の
枠
を
超
え
て
、
よ
り
大
き
な
中
国
古
典
文
学
史
の
文
脈
の
中
に
対
象
を
位
置
づ
け
直
し
、
そ
の
中
で
の
意
義
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
も
見
る
こ
と
で
き
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
第
三
講
に
見
え
る
『
懐
風
藻
』
の
韻
文
論
的
考
察
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
藤
原
不
比
等
一
行
が
吉
野
遊
覧
時
に
制
作
し
た
詩
歌
作
品
が
和
韻
の
唱
酬
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
唐
土
の
伝
世
文
献
上
に
見
ら
れ
る
和
韻
の
風
習
の
開
始
時
期
、
│
│ 
村
上
先
生
の
『
唐
詩
』（
講
談
社
・
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
八
年
）
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に
拠
れ
ば
大
暦
年
間
（
七
六
六
〜
七
八
〇
） 
│
│ 
よ
り
も
、
は
る
か
に
先
立
つ
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
不
比
等
ら
に
よ
る
唱
酬
の
由
来
に
つ
い
て
最
終
的
な
結
論
は
本
書
で
は
保
留
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
村
上
先
生
が
な
さ
れ
た
営
為
は
、『
懐
風
藻
』
を
日
本
漢
文
学
史
の
一
資
料
に
留
め
る
の
で
は
な
く
、
中
国
古
典
文
学
史
の
欠
落
を
補
足
す
る
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
直
そ
う
と
す
る
、
意
欲
的
な
試
み
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
　
『
懐
風
藻
』
と
同
様
の
資
料
的
意
義
を
有
す
る
も
の
と
し
て
は
、
そ
の
他
に
『
三
体
詩
』
の
抄
物
も
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
本
書
の
第
六
講
に
お
い
て
村
上
先
生
は
、
抄
物
の
中
に
中
国
の
俗
間
の
語
彙
や
伝
承
を
伝
え
る
資
料
や
、
ま
た
中
国
本
土
に
伝
世
す
る
注
釈
に
は
見
え
な
い
、
艶
冶
で
通
俗
性
を
帯
び
た
解
釈
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
点
は
ま
さ
に
、敦
煌
変
文
や
『
遊
仙
窟
』
と
い
っ
た
、
中
国
文
化
圏
の
周
縁
に
残
存
し
た
資
料
の
特
徴
と
一
致
す
る
。
こ
う
し
た
敦
煌
変
文
や
『
遊
仙
窟
』
な
ど
に
対
し
て
は
、
正
統
的
な
文
学
遺
産
に
は
見
ら
れ
な
い
、
中
国
文
学
の
基
層
の
姿
を
見
出
そ
う
と
す
る
研
究
が
提
出
さ
れ
て
い
る
（
金
文
京
「
中
国
の
語
り
物
文
学  
│
│ 
説
唱
文
学
」、
神
奈
川
大
学
中
国
語
学
科
編
『
中
国
通
俗
文
芸
へ
の
視
座
』
所
収
、東
方
書
店
、一
九
九
八
年
。
及
び
川
合
康
三
「
母
胎
文
学
」
の
構
想
」、『
中
国
の
文
学
史
観
』
所
収
、
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
）。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、『
三
体
詩
』
の
抄
物
に
対
し
て
は
、『
懐
風
藻
』
と
同
様
、
中
国
文
学
史
及
び
文
化
史
と
い
う
よ
り
広
い
文
脈
の
中
で
そ
の
資
料
的
意
義
を
問
い
直
す
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
村
上
先
生
の
一
連
の
『
三
体
詩
』
研
究
を
承
け
て
発
表
さ
れ
た
堀
川
貴
司
「『
三
体
詩
』
注
釈
の
世
界
」（『
日
本
漢
学
研
究
』
第
二
号
、
一
九
九
八
年
。
の
ち
『
詩
の
か
た
ち
・
詩
の
こ
こ
ろ
│
中
世
日
本
漢
文
学
研
究
│
』
若
草
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
所
収
）
も
、
こ
う
し
た
方
向
性
を
含
ん
だ
論
考
で
あ
り
、今
後
こ
の
観
点
に
立
つ
研
究
は
よ
り
進
展
を
見
せ
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
で
示
さ
れ
た
記
述
も
、
こ
う
し
た
方
面
の
研
究
に
裨
益
す
る
所
が
多
々
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
　
話
を
戻
す
な
ら
ば
、
村
上
先
生
の
学
問
的
特
色
と
し
て
常
々
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
精
確
な
考
証
と
警
抜
な
着
眼
で
あ
っ
た
（
中
原
健
二
氏
に
よ
る
『
宋
詞
硏
究 
│
│ 
唐
五
代
北
宋
篇
』
に
対
す
る
書
評
﹇『
中
国
文
学
報
』
第
二
七
冊
、
一
九
七
七
年
﹈、
及
び
内
山
精
也
氏
に
よ
る
『
宋
詞
研
究 
│
│ 
南
宋
篇
』
に
対
す
る
書
評
﹇『
中
国
文
学
報
』
第
七
四
冊
、
二
〇
〇
七
年
﹈
を
参
照
）。
労
を
厭
わ
な
い
幅
広
い
調
査
を
踏
ま
え
な
が
ら
手
堅
い
証
拠
を
積
み
上
げ
、
そ
の
上
で
目
配
り
の
行
き
届
い
た
分
析
を
行
う
。
本
書
で
も
、
こ
う
し
た
方
法
か
ら
導
か
れ
た
卓
見
を
随
所
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
そ
の
点
を
顕
著
に
確
認
で
き
る
の
は
、
第
九
講
以
降
の
近
世
の
出
版
史
に
あ
た
る
部
分
で
あ
ろ
う
。こ
の
部
分
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
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先
生
の
旧
稿
で
あ
る
「『
唐
詩
選
』
と
嵩
山
房 
│
│ 
江
戸
時
代
漢
籍
出
版
の
一
側
面
」（
前
掲
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
先
生
は
、
多
数
の
『
唐
詩
選
』
版
本
や
和
語
解
・
か
る
た
等
関
連
文
献
を
、
労
を
惜
し
ま
ず
調
査
さ
れ
、
そ
の
膨
大
な
書
誌
デ
ー
タ
を
鮮
や
か
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
　
先
生
の
こ
の
書
誌
学
者
の
側
面
は
そ
れ
だ
け
で
敬
服
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
中
で
は
、
書
籍
の
物
質
的
形
態 
│
│ 
嵩
山
房
の
『
唐
詩
選
』
の
「
小こ
本ほん
」
化
や
『
宋
三
大
家
絶
句
』
等
の
「
小
冊
化
」 
│
│ 
に
着
目
す
る
見
解
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
一
見
さ
り
げ
な
い
が
江
戸
の
漢
籍
ブ
ー
ム
の
要
因
を
考
察
す
る
上
で
は
不
可
欠
か
つ
重
要
な
指
摘
も
、
先
生
の
書
誌
学
者
と
し
て
の
手
腕
か
ら
当
然
の
ご
と
く
導
か
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
し
か
し
そ
れ
以
上
に
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
な
の
は
、
膨
大
な
書
誌
デ
ー
タ
の
持
つ
文
学
史
、
あ
る
い
は
文
化
史
に
お
け
る
多
角
的
な
意
義
を
読
み
ほ
ど
き
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
一
般
読
者
に
も
極
め
て
興
味
深
く
、
そ
し
て
分
か
り
や
す
い
形
で
提
示
し
て
見
せ
る
点
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
は
先
生
の
旧
著
『
漢
詩
と
日
本
人
』「
第
四
章
『
唐
詩
選
』
の
話
」
に
お
い
て
も
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
も
そ
れ
に
全
く
比
肩
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
『
漢
詩
と
日
本
人
』
同
様
、
本
書
は
脚
注
を
施
さ
な
い
、
学
術
書
・
研
究
書
と
し
て
は
違
例
の
体
裁
を
採
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
生
が
常
日
頃
か
ら
研
究
成
果
を
一
般
社
会
に
開
示
し
、「
多
く
の
人
々
が
こ
う
し
た
問
題
に
関
心
を
寄
せ
て
下
さ
る
」（『
漢
詩
と
日
本
人
』
あ
と
が
き
、
二
六
一
頁
）
よ
う
切
望
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
そ
の
内
容
は
、
学
術
的
水
準
を
落
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
現
在
の
研
究
動
向
に
決
し
て
後
れ
を
と
る
も
の
で
な
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
後
で
触
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
高
い
研
究
水
準
を
確
保
し
な
が
ら
、
そ
の
成
果
を
一
般
読
者
に
も
向
け
て
披
瀝
す
る
こ
と
は
「
説
起
来
容
易
、
做
起
来
難
」
で
あ
る
こ
と
、
大
学
や
学
外
に
お
け
る
一
般
向
け
の
講
義
や
講
演
を
担
当
し
た
こ
と
の
あ
る
者
で
あ
れ
ば
誰
し
も
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
本
書
で
示
さ
れ
る
先
生
の
文
章
は
、
ま
さ
に
「
達
意
」
の
そ
れ
で
あ
り
、
後
進
と
し
て
は
そ
の
姿
勢
も
含
め
て
大
い
に
学
ぶ
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
以
上
や
や
散
漫
で
あ
る
が
、
本
書
の
特
色
及
び
そ
こ
に
示
さ
れ
た
村
上
先
生
の
学
問
的
特
色
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
た
だ
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
よ
り
正
確
に
は
中
国
古
典
文
学
研
究
史
及
び
日
本
漢
文
学
研
究
史
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
点
は
専
家
に
ゆ
だ
ね
ざ
る
を
得
な
い
が
、
管
見
の
限
り
に
お
い
て
、
本
書
は
、
当
該
分
野
の
現
在
の
研
究
水
準
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
　
例
え
ば
本
書
の
古
代
文
学
篇
の
方
法
論
を
約
め
て
い
う
な
ら
ば
、
「
漢
字
」
や
「
漢
詩
」
を
一
つ
の
手
掛
か
り
と
し
て
、
当
時
の
人
々
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評 
が
「
ひ
ら
が
な
」
と
い
う
自
言
語
や
「
和
歌
」
と
い
う
自
前
の
文
芸
、
そ
し
て
「
日
本
」
と
い
う
自
文
化
意
識
を
ど
の
よ
う
に
歴
史
的
に
編
成
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
方
法
論
は
、
文
学
研
究
の
枠
を
越
え
た
文
化
研
究
と
見
な
し
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
東
ア
ジ
ア
漢
文
文
化
圏
が
構
築
さ
れ
る
多
様
な
あ
り
方
を
「
訓
読
」
を
手
掛
か
り
と
し
て
論
じ
る
最
新
の
学
際
的
研
究
（
中
村
春
作
編
『「
訓
読
」
論 
│
│ 
東
ア
ジ
ア
漢
文
世
界
と
日
本
語
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
・
金
文
京
『
漢
文
と
東
ア
ジ
ア 
│
│ 
訓
読
の
文
化
圏
』
岩
波
書
店
・
岩
波
新
書
、二
〇
一
〇
年
・
中
村
春
作
編
『
訓
読
か
ら
見
な
お
す
東
ア
ジ
ア
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）
の
そ
れ
と
も
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
ま
た
第
八
講
以
降
の
江
戸
の
漢
籍
出
版
を
扱
っ
た
出
版
史
の
く
だ
り
、
就
中
『
唐
詩
選
』
に
関
連
す
る
研
究
で
は
、
近
年
発
表
さ
れ
た
大
庭
卓
也
「
和
刻
『
唐
詩
選
』
出
版
の
盛
況
（
堀
川
貴
司
・
浅
見
洋
二
編
『
蒼
海
に
交
わ
さ
れ
る
詩
文
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
）、
有
木
大
輔
『
唐
詩
選
版
本
研
究
』（
好
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
等
に
お
い
て
、
村
上
先
生
の
旧
来
の
見
解
を
踏
ま
え
た
発
展
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
が
ま
た
今
後
の『
唐
詩
選
』
研
究
に
お
い
て
常
に
参
照
さ
れ
る
べ
き
意
義
を
有
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
言
え
ば
、
本
書
の
近
世
文
学
篇
は
、
従
来
の
日
本
漢
文
学
史
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
書
商
・
本
屋
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
る
。
彼
ら
の
動
向
が
当
時
の
文
学
的
潮
流
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
で
、
研
究
史
上
に
お
い
て
極
め
て
意
義
深
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
江
戸
の
書
商
や
出
版
に
つ
い
て
は
管
見
の
限
り
で
も
今
田
洋
三
『
江
戸
の
本
屋
さ
ん
』（
平
凡
社
・
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
九
年
。
初
出
は
N
H
K
出
版
・
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
七
七
年
）、
橋
口
侯
之
介
『
江
戸
の
本
屋
と
本
づ
く
り 
│
│ 
続
和
本
入
門
』（
平
凡
社
・
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
一
年
。
初
出
の
原
題
は
『
続
和
本
入
門 
│
│ 
江
戸
の
本
屋
と
本
づ
く
り
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
鈴
木
俊
幸
『
江
戸
の
読
書
熱 
│
│ 
自
学
す
る
読
者
と
書
籍
流
通
』（
平
凡
社
・
平
凡
社
選
書
、
二
〇
〇
七
年
）
等
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
主
と
し
て
和
本
を
対
象
と
し
な
が
ら
、書
肆
の
発
展
に
伴
っ
て
大
量
の
書
籍
が
流
通
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
学
す
る
読
者
層
が
拡
大
す
る
と
い
う
江
戸
の
「
読
者
熱
」
の
様
相
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
本
書
は
、
和
刻
本
や
そ
の
注
釈
と
い
っ
た
漢
籍
関
連
書
を
対
象
と
し
て
、
自
学
す
る
読
者
層
の
関
心
が
漢
籍
に
ま
で
及
び
、『
唐
詩
選
』
を
中
心
と
す
る
「
漢
詩
熱
」
を
巻
き
お
こ
し
た
様
子
を
描
き
出
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
本
書
の
見
解
が
、
江
戸
の
書
籍
文
化
史
研
究
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の
上
に
お
い
て
も
貴
重
な
意
義
を
持
つ
こ
と
が
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。
　
こ
こ
で
瑣
末
で
は
あ
る
が
、
本
書
に
対
す
る
評
者
の
抱
い
た
質
問
を
三
点
だ
け
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
一
つ
目
は
『
懐
風
藻
』
の
和
韻
の
応
酬
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
講
に
お
い
て
、
村
上
先
生
は
藤
原
不
比
等
ら
が
行
っ
た
吉
野
遊
覧
に
際
し
て
の
作
品
群
が
和
韻
の
応
酬
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
作
品
群
は
不
比
等
の
「
遊
吉
野
」
二
首
之
二
が
そ
の
中
心
に
な
っ
て
い
て
、
形
式
は
五
言
八
句
、
押
韻
字
は
『
廣
韻
』
で
示
せ
ば
上
平
十
七
真
韻
（-n
の
舌
内
音
）
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
不
比
等
の
息
子
、
宇
合
の
「
遊
吉
野
川
」
は
、
形
式
が
五
言
十
二
句
で
押
韻
字
は
下
平
二
十
一
侵
韻
（-m
の
唇
内
音
）
で
あ
っ
て
、形
式
・
押
韻
共
に
不
比
等
ら
の
詩
作
と
一
致
し
な
い
。
こ
の
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
　
二
つ
目
は
、
第
十
一
講
に
お
け
る
『
唐
詩
選
』
の
和
語
解
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
和
語
解
に
つ
い
て
は
、
服
部
南
郭
述
『
唐
詩
選
国
字
解
』
が
現
在
最
も
有
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
、『
唐
詩
国
字
弁
』
と 
『
唐
詩
選
諺
解
』
と
い
う
二
書
が
あ
る
。
こ
の
二
書
は
体
裁
・
内
容
共
に
酷
似
す
る
。
さ
ら
に
『
国
字
解
』
よ
り
刊
行
年
代
は
下
る
が
、実
質
的
に
は
『
唐
詩
国
字
弁
』
や
『
諺
解
』
よ
り
も
先
立
つ
も
の
と
な
る
宇
野
東
山
『
唐
詩
選
解
』
が
あ
る
。
村
上
先
生
は
『
国
字
弁
』
と
『
唐
詩
選
諺
解
』
は
刊
行
年
代
か
ら
見
て
同
じ
本
を
復
刻
し
た
も
の
で
あ
り
、『
唐
詩
選
解
』
の
初
刻
本
こ
そ
が
両
書
の
祖
本
で
あ
ろ
う
と
結
論
づ
け
て
お
ら
れ
る
。
　
そ
れ
に
対
し
て
前
掲
し
た
『
唐
詩
選
版
本
研
究
』
の
著
者
で
あ
る
有
木
氏
は
、『
諺
解
』
の
刊
行
年
に
疑
問
を
抱
き
、『
国
字
弁
』
を
覆
刻
し
た
も
の
が
『
諺
解
』
で
あ
り
、
ま
た
『
唐
詩
選
解
』
の
初
刻
が
当
の
『
諺
解
』
で
は
な
い
か
と
い
う
説
を
提
示
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
書
、
第
七
章
「
宇
野
東
山
に
よ
る
『
唐
詩
選
』
注
の
演
変
」・
第
八
章
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
天
明
二
年
初
版
『
唐
詩
選
国
字
解
』
校
勘
記
」）。
こ
の
点
に
関
し
て
も
先
生
の
ご
意
見
を
ぜ
ひ
拝
聴
し
た
い
。
　
三
つ
目
で
あ
る
が
、
最
近
国
文
学
・
中
国
文
学
の
分
野
で
研
究
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
対
象
に
「
和
漢
聯
句
」
が
あ
る
。
そ
れ
は
五
言
の
聯
句
様
式
の
漢
詩
句
と
五
七
五
七
七
文
字
の
連
歌
様
式
の
和
句
と
を
交
替
さ
せ
て
成
る
、
和
漢
の
文
学
を
融
合
さ
せ
た
詩
型
で
あ
る
。
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
五
山
文
学
の
中
で
現
れ
た
も
の
で
、
こ
の
詩
型
を
有
す
る
作
品
群
に
つ
い
て
は
、
近
年
京
都
大
学
の
国
文
学
・
中
国
文
学
研
究
室
の
共
同
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
の
詳
細
な
訳
注
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
室
町
前
期
和
漢
聯
句
作
品
集
成
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）・『
室
町
後
期
和
漢
聯
句
作
品
集
成
』（
同
上
、
二
〇
一
〇
年
）
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
「
和
漢
聯
句
」
に
つ
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い
て
、
本
書
で
示
さ
れ
た
村
上
先
生
の
日
本
漢
文
学
史
観
の
中
で
は
ど
の
よ
う
に
映
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
す
る
ご
高
見
が
、
今
後
の
研
究
で
発
表
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。
　
本
書
評
に
先
立
っ
て
本
書
の
書
評
を
成
さ
れ
た
池
澤
氏
は
、
本
書
の
特
質
と
し
て
、文
体
の
「
明
晰
」
性
と
、そ
れ
が
「
上
質
な
ヒ
ュ
ー
モ
ア
を
湛
え
」
て
い
る
点
を
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
う
し
た
「
ヒ
ュ
ー
モ
ア
」
を
生
み
出
す
淵
源
に
つ
い
て
触
れ
、「
一
見
猥
雑
な
非
合
理
的
に
見
え
る
側
面
も
ま
た
、
人
間
の
営
み
と
し
て
は
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
」、
そ
の
意
義
を
出
来
る
だ
け
汲
み
取
ろ
う
と
す
る
「
温
か
い
ま
な
ざ
し
」
に
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
点
は
評
者
も
大
い
に
同
意
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
「
ま
な
ざ
し
」
を
、
さ
ら
に
根
柢
か
ら
支
え
る
も
の
と
し
て
、
村
上
先
生
の
学
問
に
対
す
る
旺
盛
な
好
学
心
が
あ
る
こ
と
を
最
後
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
　
本
書
の
第
六
講
に
お
い
て
、
村
上
先
生
は
室
町
期
を
代
表
す
る
五
山
の
学
僧
桃
源
瑞
仙
が
博
徒
に
向
か
っ
て
「
む
き
さ
い
」
と
い
う
博
奕
の
実
態
を
尋
ね
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
先
生
は
そ
の
態
度
を
「
あ
く
ま
で
も
知
ろ
う
と
す
る
好
学
心
、
そ
し
て
博
徒
に
も
教
え
を
請
う
そ
の
姿
勢
に
は
頭
が
下
が
る
」（
一
三
〇
頁
）
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
に
続
け
て
、『
十
訓
抄
』
や
『
日
本
遊
戯
史
』
な
ど
を
繙
い
て
、
桃
源
が
明
ら
か
に
し
得
な
か
っ
た
「
む
き
さ
い
」
の
正
体
を
突
き
止
め
よ
う
と
な
さ
っ
て
い
る
。
　
こ
の
く
だ
り
が
典
型
的
で
あ
る
よ
う
に
、
本
書
全
体
を
根
底
で
支
え
る
の
は
、
先
生
が
桃
源
に
与
え
た
先
の
評
価
に
も
見
え
た
「
あ
く
ま
で
も
知
ろ
う
と
す
る
好
学
心
」
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
評
者
が
か
つ
て
受
講
生
と
し
て
目
の
当
た
り
に
し
た
、
学
問
を
楽
し
み
、
そ
の
面
白
さ
を
粘
り
強
く
追
求
せ
ん
と
す
る
先
生
の
真
摯
な
姿
勢
と
、
全
く
変
わ
り
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
気
付
い
た
と
き
、
評
者
は
素
直
に
喜
び
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
　
こ
う
し
た
先
生
の
旺
盛
な
好
学
心
が
現
在
で
も
全
く
衰
え
を
見
せ
な
い
こ
と
を
慶
賀
す
る
思
い
と
、
同
時
に
先
生
か
ら
頂
戴
し
た
学
恩
に
わ
ず
か
な
が
ら
で
も
報
い
ん
と
す
る
気
持
か
ら
、
評
者
は
浅
学
非
才
と
力
量
不
足
を
顧
み
ず
書
評
の
任
を
受
け
た
。
そ
の
た
め
本
書
及
び
村
上
先
生
に
対
し
て
は
的
外
れ
か
つ
非
礼
な
表
現
も
数
多
く
あ
る
か
と
思
う
。そ
の
点
は
御
諒
恕
い
た
だ
き
た
い
。今
後
も
先
生
が
益
々
ご
健
勝
に
、
中
国
文
学
研
究
及
び
日
本
漢
文
学
研
究
に
健
筆
を
振
る
わ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
我
々
後
進
に
、
研
究
者
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
い
つ
ま
で
も
お
示
し
く
だ
さ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
結
び
と
す
る
。
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